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市町名 担当課 意見 県の考え方

神戸市
市民活動支援
課

「地域づくり活動での市町と県の関
係は」に記載された方針に沿って、
施策を展開してほしい。

今後とも、市町との緊密な連携・協
調のもと、参画と協働のより一層の
推進を図っていきます。

三田市 企画管理課

・市民でもある県民に効果的な活動
を促すためには、県と市の連携と役
割分担が重要である。
・支援指針等(案)のP11に記載され
た県と市の関係について、まず両者
が認識し、次に市民に理解いただ
き、認識を共有することが必要であ
る。
・市町の役割は、（団体等への）｢日
常的な支援」ではなく、「身近な活動
に対する支援」であるべき。
・県の役割は、広域的課題に限定
し、市町との役割分担を明確にする
必要がある。

ご意見を踏まえ、次のとおり記述を
修正しました（下線部を修正）。
「地域づくり活動に取り組む団体等
への身近な活動に対する支援な
ど、暮らしに密着した課題に対応し
ます」

播磨町 企画調整課

｢行政施設や公民館等の維持管理
を住民に任せるなど柔軟なしくみを
検討する｣について、法的規制緩和
の問題があるので、対応を考えてお
かないといけない。

今後、ご意見を踏まえ、関係機関と
連携しながら、具体的なしくみにつ
いて検討します。

・全体として内容面は適切である。 今後とも、市町との緊密な連携・協
調のもと、参画と協働のより一層の
推進を図っていきます。

・県政の方向性について県・市町の
情報を通して広報されてきたが、各
地域の活動団体の会員まで伝わっ
ていないのが現状である。また、実
践活動をする団体の核となっている
のは高齢者である。若い世代に参
画してもらわないと地域は活性化し
ないが、若い世代に呼びかけてもな
かなか活動に参加してもらえない。
県民に広く周知徹底を図ることが大
切である。

本文の趣旨に一致しています。
（18ページの重点取り組み項目「□
多様な世代の参画・協働を促しま
す」において、ご意見の趣旨に沿っ
た記述をしています。）

・全県花いっぱい運動等の実践活
動を積み重ねれば、町村合併後の
地域づくりに生かすことができる。条
例の検証を３年以内に行うようだ
が、全県花いっぱい運動の支援は
続けてほしい。

同事業については、事業の成果を
評価・検証し、住民の自立支援の
バックアップ等、今後の対応を検討
していきます。

・理念・方針等を実践活動につなげ
る方策を考える必要がある。

本指針・計画に基づき、参画と協働
に基づく各種施策を実施していきま
す。

市町からの主な意見

安富町 企画課
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・財政基盤の希薄な地域なので、地
域が自立して取り組んでいる活動に
必要な資金を支援してほしい。

本本の趣旨に一致しています。
（19ページの重点取り組み項目「□
活動に必要な財政的基盤の充実を
支援します」において、ご意見の趣
旨に沿った記述をしています。）

波賀町 総務企画課

立派でわかりやすい指針、計画が
できている。絵にかいた餅にならぬ
よう、県民一人ひとり、団体、事業
者、行政等への周知が大切である。

今後とも、市町との緊密な連携・協
調のもと、参画と協働のより一層の
推進を図っていきます。

・全体的によくまとめられている。 今後とも、市町との緊密な連携・協
調のもと、参画と協働のより一層の
推進を図っていきます。

・県民が参画と協働による兵庫づく
りを進めていくうえでもっとも身近で
関わりの深い市町との関わり・役割
について、もう少し記述があってもよ
い。

ご意見を踏まえ、次のとおり記述を
修正しました（下線部を修正）。
「地域づくり活動に取り組む団体等
への身近な活動に対する支援な
ど、暮らしに密着した課題に対応し
ます」

・現状では、県民は要望はするが責
任は果たさず、最後は行政任せで
ある。案には、「県民一人ひとりが自
己決定と自己責任のもとで取り組
む」とあるが、自己責任がとても重
要である。

・本文の趣旨に一致しています。
（14ページの（各主体の役割と連
携）において、ご意見の趣旨に沿っ
た記述をしています。）

・「参画と協働」の実践は、県民一人
ひとりの意識を変えていくことになる
が、「参画と協働」はいろいろな解釈
があるのでわかりやすく書いてほし
い。

・ご意見を踏まえ、次のとおり記述を
修正しました。
（１ﾍﾟｰｼﾞに【参画、協働とは・・・】の
枠囲みを設けました」

市島町 企画課

朝来町 企画振興課
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